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筑波大学附属図書館報

  「筑波大学における電子ジャーナルと文献情報データベースの利用
の現状と今後についてのアンケート調査」結果について

　附属図書館では，本学にふさわしい蔵書及び電子図書館コンテンツの充実を図り，電子的資料の整備に

積極的に取り組んでいます。このたび，電子的資料の整備・拡充の計画を検討するため，利用状況の把握

及びご意見をいただく目的で，学内者対象にアンケート調査を実施しました。ここに，その結果をご報告

します。

○調査期間　　　　平成15年 7月30日　～　9月12日

○回答数　　　　　785（教官 460　大学院生 215　学群学生 84　研究生等 9　職員等 14　不明（記入なし） 3）

１ 回答者構成
　　　　　　　　　　 （件数）

２ 電子的資料（電子ジャーナル，文献情報データベース）を利用したことがありますか？
　　　　　　　  （件数）

３「いいえ」とお答えになった方へお尋ねします。利用していない理由は何ですか？（複数回答可）  
　　　　　　　　　　　　　　　 （件数）　　　　　　　　　　  （件数）

教官 
58.6％ 

院生 
27.4％ 

群生 
10.7％ 

研究生等 
1.1％ 

職員等 1.8％ 

不明 
0.4％ 

いいえ 
12.6％ 

はい 
87.4％ 

教　　 官 460
院　　 生 215
群　　 生 84
研究生等 9
職 員 等 14
不　　 明 3
合　　 計 785

は　い 684
いいえ 99
合　計 783

利用してみたい 33
利用する気はない 5
無回答 5
利用してみたい 19
利用する予定はない 2
無回答 3

利用方法が分からない 43

利用できることを
　　　　知らなかった

24

利用したいものが
なかった

15

その他
（インターネットによる自費収集等） 8

無回答 9
合　計 99

分からない 
43.4％ 

知らなかった 
24.2％ 

利用したい 
ものがなかった 

15.2％ 

その他 
8.1％ 

無回答 
9.1％ 

利用してみたい 
76.8％ 

無回答  11.6％ 

利用する気はない 
11.6％ 

無回答  12.5％ 

利用予定はない  8.3％ 

利用してみたい  79.2％ 
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４  「はい」とお答えになった方へお尋ねします。
４－１ 利用したことがある電子的資料は , どれに該当しますか？（複数回答可）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （件数）　

４－２ どの分野の電子的資料を中心に利用されますか？　具体的な電子的資料がありましたら
　　　 ご記入願います。（複数回答可）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （件数）　

４－３ 利用頻度はどの位ですか？
　　　　　　　　　　　　　　 （件数）　

５ すべての方にお尋ねします。
５－１ 今後導入を希望される電子ジャーナル，および文献情報データベースを選択し，該当す
　　　 るタイトルをチェックしてください。（複数回答可）
　　　　　　　　  <電子ジャーナル>         （件数）　　　　  < 文献情報データベース>  （件数）

　　　　　　　　注）上位 10 タイトルを挙げた。＊は現在利用可能なサービス。

　　　　　　　　　　Oxford University Pressは平成16年1月から当館からの提供は休止となっている。

図書館提供の 
電子ジャーナル 

40.8％ 

図書館提供の 
文献情報 

データベース 
37.2％ 

図書館以外で 
提供の 

電子ジャーナル 
11.4％ 

図書館以外で 
提供の 

文献情報 
データベース 

8.3％ 

その他 
2.3％ 

人
文
系

毎日のように 218
週 1～ 2回程度 288
月 1 ～ 2回程度 148
あまり利用しない 58

合　計 712

ScienceDirect 486 ＊
InterScience  339
Springer-LINK 319 ＊
NACSIS-ELS 264 ＊
Synergy 241 ＊
Oxford University Press 234 ＊
Kluwer 225
朝日新聞 174 ＊
ACS 170 ＊
HighWire Press 161 ＊

図書館提供の電子ジャーナル 608
図書館提供の文献情報データベース 554
図書館以外で提供の電子ジャーナル 171
図書館以外で提供の文献情報データベース 124
その他（無料のもの，私費での利用等） 34

合　計 1,491

自然系 
80.7％ 

人文系 
18.1％ 

その他 
1.2％ 

毎日のように 
30.6％ 

週1～2回 
程度 

40.5％ 

月1～2回 
程度 

20.8％ 

あまり 
利用しない 

8.1％ 

Web of Science 318 ＊
Current Contents Connect  305
JCR 258 ＊
MEDLINE 236 ＊
NACSIS-IR 226 ＊
FirstSearch  175 ＊
SciFinder Scholar 149 ＊
IDS 147
JOIS 146
医学中央雑誌 128 ＊

人文科学分野 97
社会科学分野 113
体育分野 29
芸術分野 4
自然科学分野 359
理工学分野 298
生物・農学分野 199
医学分野 229

自
然
系

243

 1,085

その他 17 17
合　計 1,345

（具体的資料）　・電子ジャーナル　ScienceDirect, ACS, Nature, Oxford University Press, APS, Cell, Science 等
　　　　　　　・文献情報データベース　Web of Science , INSPEC, BIOSIS, SciFinder Scholar 等
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５－２ 本学附属図書館で利用できる雑誌（冊子体も含め）のタイトル数について
　　　　　　　　　　　　　　　　（件数）

少ないと思う 480

充分だと思う 259

その他（コメント件数を含む） 78

合　計 817

双方利用できる事を希望 333

電子ジャーナルへ移行希望 391

冊子体のみでも支障はない 40

その他（コメント件数を含む） 70

合　計 834

双方利用 
できる事を希望 

39.9％ 

電子ジャーナルへ 
移行希望 
46.9％ 

冊子体 
のみでも 

支障はない 
4.8％ 

その他 
8.4％ 

少ないと思う 
58.8％ 

充分だと思う 
31.7％ 

その他 
9.5％ 

５－３ 雑誌の利用形態について
　　　　　　　　　　　　　　　　　  （件数）

 6 今後の電子的資料の利用について期待すること，またご意見等ありましたらご記入下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （　）内は同様の意見の数
　○電子的資料の一層の充実を希望するもの　　（49）
　　・タイトル数，アクセス数，年代等の利用の拡大をして欲しい
　　・他大学に比べてまだまだ充実度が低い
　　・電子的資料は迅速に文献を入手する手段として必要である　　等
    
　○現在導入されていない具体的なタイトルを希望するもの　　（43）

　○電子的資料の検索環境に関する意見　　（17）
　　・検索方法の簡便化をして欲しい
　　・大学の外からの検索を可能にして欲しい 　等

　○冊子から電子ジャーナルへの移行を希望するもの　　（14）
　・電子ジャーナルは検索に便利で，冊子と比べて場所を取らないメリットがある
　・冊子を減らす代わりに，電子ジャーナルの利用を拡充して欲しい 　等

　○電子的資料への全面的移行に対する懸念　　（9）
　・冊子は必要
　・電子ジャーナルが契約切れ，事故等で使用不可となるのは困る　 等

　※その他，多機関との連携の提案，利用に関しての情報提供希望等　　　　　　　　総意見数 186

　今回の調査で，電子的資料の利用率の高さ，電子的資料の一層の充実を望む声が非常に多いことが改めて認
識され，現在導入されていない電子的資料の導入希望も数多く寄せられました。また，電子的資料の利用に関
する意見，情報提供の要望等も頂き，今後の電子的資料の整備，サービスの拡充を推進して行く上で，大変参
考になる有意義なものとなりました。ご協力ありがとうございました。
　なお，この結果は，以下の電子図書館Web ページでもご覧いただけます。
                　　URL　http://www.tulips.tsukuba.ac.jp/

（その他の意見）
　・分野によっては少ないと感じるものもある
　・冊子体は充分だが電子ジャーナルは不充分
　・タイトルの取捨選択の必要がある　　等

（その他の意見）
　・電子ジャーナルへの移行を希望するが，契約切れのため利用できなくなるのは困る
　・各タイトル冊子体，電子体のいずれかでよいのでは
　・利用頻度等により利用形態を配慮して欲しい 　等


